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1 9 条 の 規 定 に よ り提 出 し

Fr定事業者の

またる業種 運送事業者

該当する事業
者要件

京都府地球i息暖イヒ対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算して1500キ ロリットル以上))

京都府地球温暖イヒ対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トランク又はパス100台以上/タ クシー150台

以上/鉄 道車両150両以上)
骸

ド
ラ段空世腎

温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (そのlLの温室効果ガスの大規lE~排出事業者 (二酸化炭素に棋算 して3.000ト

計 画 期 度 平成 IS 年 4 月 ヽ 平 成   20 年 3 月

基 本 方 封

KESヤ ネブメントシステム導入により、C02排 出量の削減を図る。 ( <18>車 両別擦賞のデータ取りを実施した。)

推 進 体 常1

社長直態により事業部別に連営推進する。  ( <18>各 部会よりの実態チェック&フ ォロー)

真
組
置中巾帥

年
体
及

年度 設備、対象 工 を年 措 置 内 容

17 18 輸送部門
O不要なアイドリングのストッブ ②急発進 台加速の抑制 ③タイヤ_t気「このチエンク年に【り絲|,忙料htをlt準午より3% 1ヽ)食する (く lS>達

☆)

19 輸送部門 上p3項日の経々活動と 開人別解☆担折によるデータ|ヒによ暗 歳改tltを図り抑制ヨントじ一ルする (デ ータ取り実施〉

17 19 事業所
事栄部別運営紅級により①降薪tいの消灯、0不 必要な性灯の消ヤ「③エアヨンたな 運転の適正村理学を推進し な4r年より■%低 い1する (くlS

>達成)

温 室 効 果 ガ ス

の 排 出 重 舎 排出区分
と奪牛慶 (実積,

(16)年 度
(二最 化炭素狼 算 (1) )

日環 午 反 (訂 甲ノ

(19)年 度

(二般化炭嘉決算 (1))
嘩調働

報 雷 牛 質 く英 頼 ,

( 1 8  )年 度
(二肢化 炭素墨 掛 (1)〉

自J源羊

(実績)
(%〉

A事 業所宰排出区分 188 0 t 1814 t -35 % 139 1 t -260 %

B輸 送車両排出区分 2,046 0 t 1,964 8  t -40 % アタ,ど_' t 一′,2%

cそ の他排出区分 t t % t 比

,卜出合計 ,       2,234 0 t 2,146 2  t -39 % キ             ′ ,Sす ク | ′́■ム%

そのfLの地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
日標年 報告年度 (実

取親 量年 (二段化 状来 換 ヌ (1 取組 8常 (こ段 化炭素損 耳 (t

ミ林の保全及び整備 (整備面新 ( 吸収 止) t (整備 tF憤 く吸Hえ■) t

府内産の木材の利用 (利屈F「F〉 (削減 R) (利用 量) (高け減坐) t

自然エネルギーを利用 した
電力又は熱の供給

〔焚電丑〉 (側直■) t (完モ■) ( 市ど卜々 ■' t

(外イ【緒鳳 (制減 r t ) t ( 熱はヽ緒 量 ( b J 減世) t

グリーン電力の, 入 ( 購入 畳〉 kvh ( 対J減止〉 t (14t人岳ヽ) く制滋畳)

削減量等合計 1      00 t 1                   00 t

差引排出量

(排IJ合‖―制減等合引)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減ネ (:1闘) 報告年度 (実績) 制渋 |(栄 P,

1       2,234 0 t Ⅲ (43,  2,146 2  1 -3 9 % ・ⅢⅢ・                ′ 夕Si ' t ―/3ケ %

符 記 事 項
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